
については、適切に履行され、目標が達成されたものと判
・景観条例や地区計画制度などを活用するとともに、さまざまな景観情報を積極的に発信し、市民や事業者とともに 断する。
魅力ある景観づくりを進めます。
・誰もが安心して暮らせるように民間住宅の耐震化の支援を行います。

課コード 01 課　名 都市計画課 課長名 森　　晋野

２．課の目標（部の運営方針を受けて課の取組方針を記入） 部の運営方針に対する課の目標への取組結果

・都市の健全なる発展と秩序ある整備を図るため、都市計画法や都市計画マスタープランなどに基づき、各部門が進 ・土地利用に関する課題や処理方針など、他課と調整をしながら年間を
める土地利用に関し総合的な観点から調整を行うとともに、都市計画審議会などの意見を聴きながら、必要な都市計 通じて総合的な調整を行った。
画の決定・変更を行います。 ・特定生産緑地への移行指定について、対象農家の意見集約を行い、方
・まちに活力を生み出す新たな都市の発展を担う都市的土地利用の実現に向けて、地区計画制度を活用しながら、手 針整理を進めた。
賀沼の有効活用を図るうえで必要な観光施設の秩序ある立地を誘導していきます。 ・公園坂通りの整備構想策定に向けて関係課との調整や事例研究を

様

進め
・地区の特性にふ

式

さわしい良好な市街地

第

環境の維持・改善を図

１

るため、新たな開発行

号

為に合わせて地区計画

部

の導入に た。
努めると

の

ともに、既存の地区計

運

画区域内の適切な誘導

営

を行います。 ・縮小時

方

代を迎えたなかで新た

針

な都市計画マスタープ

・

ランを策定する準
・「

課

公園坂通り」を中心拠

の

点のシンボルロードと

目

して、歩行者が安全に

標

行き交い、にぎわいと

設

魅力のある空間として

定

備として、まちづくり

書

の課題整理を行い、策

(

定の方向性について都

平

市計
いくため、都市計

成

画道路手賀沼公園・久

3

寺家線の整備完了を見

1

据えながら、庁内の関

年

係課などと調整し、整

度

備の方向 画審議会を通

)

じて合意形成を図った

部

。
性について、検討を

コ

進めます。 ・さらに研

ー

究を必要とする地域地

ド

区の見直し等、人員増

0

が要求される都
・長期

7

にわたり整備されてい

部

ない都市計画道路の見

　

直しについて、広域幹

名

線道路計画の動向を注

都

視しながら、引き続 市

市

計画課題に対する取り

部

組みまでは対応が厳し

部

い状況となっている。

長

き検討を進めます。　

名

・定期的な違反広告物

伊

簡易除却の実施や景観

藤

計画区域内行為事前協

　

議に
・良好な近隣関係

英

を維持するため、建築

昭

や開発行為などに関す

１

る紛争の予防・調整を

．

図ります。 より、まち

部

なみの景観保全につい

の

て概ね遂行できた。
・

運

都市計画施設の区域内

営

等における建築物の適

方

正な規制・誘導を行い

針

ます。 ・景観啓発に関

(

する業務は市民団体と

予

協働し、目標を達成す

算

ることがで
・建築物や

編

工作物などについて、

成

景観法や景観条例に基

・

づく事前協議・届出事

実

務を通じて、景観アド

施

バイザーを活用 きた。

計

しながら、まちなみに

画

調和する形態意匠への

策

誘導を進めます。 ・全

定

体を通して、設定した

方

目標については概ね達

針

成できた。
・千葉県屋

な

外広告物条例や景観条

ど

例に基づく許可・届出

を

事務を通じて、安全で

踏

まちなみに調和した屋

ま

外広告物への誘
導を進

え

めるとともに、まちな

て

みの景観を保全するた

、

め、違反広告物簡易除

基

却を定期的に実施しま

本

す。
・公共サイン計画

計

に基づき、市をはじめ

画

とした行政機関の設置

の

する公共サインについ

分

て、美観や機能性、安

野

全性に優
れた公共サイ

別

ンへの誘導を進めます

計

。
・「我孫子のいろい

画

ろ八景」をめぐる散策

や

会の実施や、市の景観

重

情報を市内外に積極的

点

に発信することによっ

ﾌ

て我孫
子市の景観に対

ﾟ

する理解、関心の向上

ﾛ

を図ります。
・市民団

ｼ

体や市民と連携し、ハ

ﾞ

ケの道沿道の修景に取

ｪ

り組みます。
・「我孫

ｸ

子市太陽光発電設備の

ﾄ

適正な設置を図るため

、

の手続に関する条例」

所

に基づき、一定規模以

管

上の、土地に自立
して

に

設置する太陽光発電設

係

備の適正な推進を図り

る

ます。

３．課の目標を

部

達成する上での課題と

の

対応（人員の配置、組

運

織のあり方など）

新た

営

な都市の発展を担う都

方

市的土地利用の実現に

針

向けて、企画部門や観

に

光振興部門、産業振興

対

部門などと連携しなが

す

ら、検討・調整を行う

る

とともに、良好なまち

課

なみ景観の形成に向け

の

て、屋外広告物の是正

目

指導やハケの道沿道の

標

修景
などに取り組む必

へ

要がある。そのため、

の

各職員の専門的知識を

取

深めるとともに、土木

組

や建築分野の専門知識

結

を有する
職員の適正な

果

配置や、課における職

　

員の経験年数のバラン

　

スに配慮した構成が求

分

められる。

４．原因分

野

析・改善策

（課長） （

別

部長）
・都市計画業務

基

を進めるにあたっては

本

、土木技師はもちろん

計

のこと、用途地域や高

画

度地区、地区 ・我孫子

の

市の将来を見据えた都

目

市計画の立案や良好な

標

景観づくりを進めてい

を

くため、研修等を通
計

考

画などのように、建築

慮

に関する専門的な知識

し

を有する建築技師の配

て

置が必要である。 じて

、

、職員の専門的知識を

部

さらに向上させるよう

の

努めていく必要がある

目

。
・市内各地区におけ

標

る都市計画の長期的課

を

題についての調査研究

達

を進めていくためには

成

、現体制
を維持してい

す

く必要がある

５．課の

る

目標を達成するために

た

取り組む事務事業

事務

め

事業名（個別事業） 重

の

プ 施策 指標 単位 現況値

方

目標値 実績値 達成率(

針

％) 評価該当 コード

1

を

開発行為等の紛争に係

記

る調停 重無 61002

入

紛争解決率（あっせん

)

申出に至らなかった件

〇

数/事前相談件数） %

第

100 100 100 1

三

00 現状

2 地区計画の

次

推進 重無 61003 届

基

出のあった地区計画の

本

審査件数 件 37 70 3

計

3 47.14 現状

3 都

画

市計画に関する情報の

の

管理・提供 重無 610

重

01 用途地域証明書及

点

び納税猶予の特例適用

プ

の農地等該当証明書の

ロ

発 件 5 10 18 180

ジ

結合

4 都市計画に関す

ェ

る総合調整 重無 610

ク

01 関係各課との調整

ト

実施率（調整完了件数

を

/相談・課題発生件数

推

） % 100 100 10

進

0 100 現状

5 都市計

す

画の見直し（決定・変

る

更）事務 重無 6100

た

1 審議案可決率（可決

め

件数/変更案件数） %

、

100 100 100 1

関

00 現状

6 都市計画図

連

等の作成・管理事務 重

す

無 61001 都市計画

る

図・都市計画基本図の

施

販売枚数 枚 55 150

策

70 46.67 結合

7

に

都市計画施設に関する

取

建築規制 重無 6100

り

1 届出のあった都市計

組

画法第５３条に関する

み

申告書、都市計画法第

ま

件 4 10 14 140 現

す

状

8 幹線道路網に関す

。

る調査・検討 重無 63

平

101 千葉県等関係機

成

関との協議、調整の回

3

数 回 2 2 2 100 現状

1

9 屋外広告物の許可申

年

請事務 重無 65002

度

違反広告物簡易除却件

都

数 件 600 700 1,

市

331 52.59 現状

部

10 景観計画区域内行

運

為の景観誘導 重無 65

営

002 景観誘導協議済

方

率 % 100 100 10

針

0 100 現状

に沿って設定した都市計画課の目標について
・手賀沼沿い斜面林や古利根沼周辺の保全に努めるとともに、市民の森などの緑地を、市民の憩いの場として保全し は、適切な取り組みによって、概ね達成できたものと判断する。
ていきます。
・手賀沼をまちの活性化にいかすため、手賀沼公園及び遊歩道の魅力化に努めるとともに、我孫子新田地区への観光
施設の立地を誘導していきます。
・公園のバリアフリー化、子どもたちも魅力を感じる公園づくりに努めます。
・若い世代の定住化に向けた住宅施策を進めます。
〇都市部所管の分野別計画の目標を達成するため、計画的に事業を進めていきます。
・緑豊かな都市空間を創出するため、市街地における緑化を推進します。
・適正な規制・誘導により、地域の特性に応じた土地利用を推進します。
・開発行為に関する条例等の適切な運用を行い、秩序ある良好な土地利用を誘導します。土地利用に係る基準につい
ては、市の方針に沿った適切な誘導が出来るよう、必要な見直しを行っていきます。
・特定行政庁として、総合的な建築行政を進めます。
・土地区画整理事業の早期完了を目指します。
・公園の維持管理への市民の係わりをさらに進め、市民がより身近で親しみやすい公園にしていきます。

部の運営方針に対する部全体の総合評価
・市営住宅の計画的な改修工事を行い施設の長寿命化を図るとともに、家賃等の滞納縮減を更に進めていきます。
・住生活に対するニーズに対応するため、住まいにかかわる情報提供などを充実していきます。 部の運営方針



おける景観誘導 重無 65002 景観誘導協議済率 % 100 100 100 100 現状

12 景観ポイント整備・誘導 重無 65001 ハケの道沿道の緑化修

５

景の支援回数 回 2 3 4

．

133.33 現状

課の

13 景観形成情報発

目

信・啓発事業 重無 65

標

001 我孫子のいろい

を

ろ八景歩き実施回数 回

達

4 4 4 100 現状

成す

14 区域区分等に関

る

する都市計画の見直し

た

重無 61001 なし ―

め

0 0 0 0 現状

に取り組む事務事業

事務事業名（個別事業） 重施 施策 指標 単位 現況値 目標値 実績値 達成率(％) 評価該当 コード

11 公共事業に



については、適切に履行され、目標が達成されたものと判
・景観条例や地区計画制度などを活用するとともに、さまざまな景観情報を積極的に発信し、市民や事業者とともに 断する。
魅力ある景観づくりを進めます。
・誰もが安心して暮らせるように民間住宅の耐震化の支援を行います。

課コード 03 課　名 建築住宅課 課長名 古泉　信明

２．課の目標（部の運営方針を受けて課の取組方針を記入） 部の運営方針に対する課の目標への取組結果

【建築行政担当】 ・【建築行政担当】
・特定行政庁として適切な事務を実施します。 ・特定行政庁として適切な事務を実施することができた。
・快適な都市環境形成のための建築指導行政及び各種認定事務の的確な実施を行います。 ・研修や会議等へ積極的に参加し、技術知識の向上を図り、各種認定事
・我孫子市耐震改修促進計画に基づき、市内建築物の耐震化促進のため、戸建住宅耐震診断・耐震改修費及びマン　 務を的確に実施し、民間確認検査機関に対して、適切な指導を行うこと
　ション耐震診断費の助成制度を実施します。また、耐震化目標を達成するために、さらなる手法を検討します。 ができた。
【住宅担当】 ・耐震改修促進計画に基づき、木造住宅の耐震診断、耐震改修工事助成
・住宅に関する各

様

種相談業務及び情報提

式

供を継続的に実施しま

第

す。 及びマンション耐

１

震診断助成を実施した

号

が、今年度は木造住宅

部

耐震診断
・市営住宅の

の

適切な維持管理を実施

運

し、家賃等の滞納縮減

営

をさらに進めます。 助

方

成を８件及び改修工事

針

２件、合計１０件の助

・

成を行った。
・住宅取

課

得支援により、若い世

の

代の定住化を進め、ま

目

た、住宅リフォーム補

標

助事業により定住促進

設

及び空き家発生の 【住

定

宅担当】
　抑制を図っ

書

ていきます。 ・住宅・

(

不動産相談は、当初計

平

画どおり実施すること

成

ができた。
・東日本大

3

震災の被災者に対する

1

支援事業や液状化対策

年

補助事業を継続します

度

。 ・市営住宅の業務を

)

委託した中で、定期的

部

な臨戸徴収により滞納

コ

額が少
し減少した。
・

ー

住宅取得支援や住宅リ

ド

フォーム補助事業は、

0

申請件数が多く関心の

7

高
い制度であるが、国

部

による交付金の削減等

　

の課題がある。
　住宅

名

取得支援は令和２年度

都

より最大15万円の補

市

助とし、若い世代の定

部

住化を図っていく。
・

部

東日本大震災の被災者

長

に対する支援事業とし

名

て、住宅再建利子補給

伊

や
県外被災者世帯への

藤

民間賃貸住宅借り上げ

　

による応急仮設住宅の

英

提供を
実施した。液状

昭

化対策補助事業につい

１

ては、申請件数が減少

．

傾向にある
ため、継続

部

して本制度の活用及び

の

東日本大震災で液状化

運

被害が発生した
土地の

営

利用を促進していく。

方

３．課の目標を達成す

針

る上での課題と対応（

(

人員の配置、組織のあ

予

り方など）

・特定行政

算

庁の業務執行に要する

編

適正な人員確保や多様

成

化する業務に合わせた

・

情報収集、スキルアッ

実

プが必要です。
・空き

施

家の情報提供及び耐震

計

化のさらなる手法を進

画

めるうえで、適正な人

策

員を配置する必要があ

定

ります。
・平成28年

方

度から平成30年度ま

針

で委託していた市営住

な

宅維持管理点検業務及

ど

び市営住宅修繕等業務

を

委託が、提案型　
公共

踏

サービス民営化制度審

ま

査委員会審査結果によ

え

り不採用となったため

て

、平成31年度からは

、

建築住宅課で直接事務

基

　
を執行することから

本

適正な人員を配置する

計

必要があります。

４．

画

原因分析・改善策

（課

の

長） （部長）
・特定行

分

政庁として、業務量に

野

見合った人員の確保や

別

一級建築士、建築基準

計

適合判定資格者の資 ・

画

職員研修を通じて、専

や

門的な知識を持った職

重

員を育成し、特定行政

点

庁としての体制強化を

ﾌ

して
格の取得者及び構

ﾟ

造や設備などの専門的

ﾛ

な知識を持った技術者

ｼ

が必要である。今後、

ﾞ

資格取得者 いく必要が

ｪ

ある。
や専門知識技術

ｸ

者の異動を考え、更な

ﾄ

る専門技術者の育成が

、

必要である。 ・住宅取

所

得補助金やリフォーム

管

補助金等の見直しにあ

に

たっては、効果を十分

係

に検証していく必要
・

る

住宅取得補助金やリフ

部

ォーム補助金等は、ニ

の

ーズや財政状況を鑑み

運

、必要に応じて見直し

営

や予 がある。
算確保が

方

必要となる。

５．課の

針

目標を達成するために

に

取り組む事務事業

事務

対

事業名（個別事業） 重

す

プ 施策 指標 単位 現況値

る

目標値 実績値 達成率(

課

％) 評価該当 コード

1

の

各種届出の受理及び指

目

導業務 重無 61002

標

処理件数/届出件数 %

へ

100 100 100 1

の

00 現状

2 地区計画条

取

例及び建築協定認可に

組

関する業務 重無 610

結

03 適合率 % 100 1

果

00 100 100 現状

　

3 審査会及び審議会に

　

関する業務 重無 610

分

02 許可等の同意答申

野

率 % 100 100 10

別

0 100 現状

4 長期優

基

良住宅等の認定業務 重

本

無 61002 認定処理

計

率 % 100 100 10

画

0 100 現状

5 建築に

の

関する指導および審査

目

業務 重無 61002 確

標

認及び検査の処理率 %

を

100 100 100 1

考

00 現状

6 建築基準法

慮

に基づく許可及び認定

し

業務 重無 61002 処

て

理率（審査交付件数／

、

申請受付件数） % 10

部

0 100 100 100

の

現状

7 建築に関する報

目

告および閲覧・証明業

標

務 重無 00000 処理

を

率 % 100 100 10

達

0 100 現状

8 道路の

成

指定に関する業務 重無

す

61002 道路位置指

る

定率（道路位置指定件

た

数／申請件数） % 10

め

0 100 0 0 現状

9 違

の

反建築物の処置業務 重

方

無 61002 是正率（

針

当該年度違反是正件数

を

／当該年度違反指導件

記

数） % 0 80 25 32

入

0 現状

10 狭あい道路

)

（建築基準法第42条

〇

第2項道路）の拡幅指

第

導と支援 重無 6320

三

1 後退義務があるもの

次

のうちパトロールでき

基

た後退義務件数 ％ 10

本

0 80 100 125 現

計

状

画の重点プロジェクトを推進するため、関連する施策に取り組みます。 平成31年度の都市部運営方針に沿って設定した建築住宅課の目標につい
・手賀沼沿い斜面林や古利根沼周辺の保全に努めるとともに、市民の森などの緑地を、市民の憩いの場として保全し ては、適切な取り組みにより、概ね達成できたものと判断する。
ていきます。
・手賀沼をまちの活性化にいかすため、手賀沼公園及び遊歩道の魅力化に努めるとともに、我孫子新田地区への観光
施設の立地を誘導していきます。
・公園のバリアフリー化、子どもたちも魅力を感じる公園づくりに努めます。
・若い世代の定住化に向けた住宅施策を進めます。
〇都市部所管の分野別計画の目標を達成するため、計画的に事業を進めていきます。
・緑豊かな都市空間を創出するため、市街地における緑化を推進します。
・適正な規制・誘導により、地域の特性に応じた土地利用を推進します。
・開発行為に関する条例等の適切な運用を行い、秩序ある良好な土地利用を誘導します。土地利用に係る基準につい
ては、市の方針に沿った適切な誘導が出来るよう、必要な見直しを行っていきます。
・特定行政庁として、総合的な建築行政を進めます。
・土地区画整理事業の早期完了を目指します。
・公園の維持管理への市民の係わりをさらに進め、市民がより身近で親しみやすい公園にしていきます。

部の運営方針に対する部全体の総合評価
・市営住宅の計画的な改修工事を行い施設の長寿命化を図るとともに、家賃等の滞納縮減を更に進めていきます。
・住生活に対するニーズに対応するため、住まいにかかわる情報提供などを充実していきます。 部の運営方針



用

24 若い世

料

代の住宅取得支援 重３

調

64002 交付申請数

定

件 326 411 446

及

108.52 見直し

び徴

25 災害支援補助

収

事業（台風、地震等）

事

重３ 64002 処理率

務

（当該年度交付件数／

重

当該年度補助申請件数

無

） ％ 100 100 10

6

0 100 現状

4001 当該年度住宅使用料徴収率 ％ 97 97 97 100 現状

12 市営住宅入居者管理業務 重無 64001 各申請受付件

５

数 件 158 110 15

．

8 143.64 現状

課の

13 市営住宅維持

目

管理業務 重無 6400

標

1 給水設備等点検、樹

を

木剪定等、土地賃貸借

達

契約の締結件数 件 25

成

25 25 100 現状

する

14 市営住宅の維

た

持補修 重無 64001

め

大規模改修工事による

に

長寿命化及び耐震基準

取

を満たした市営住宅 棟

り

18 18 18 100 現

組

状

む

15 マンショ

事

ン管理に関する支援事

務

業 重３ 64002 セミ

事

ナー・個別相談会の参

業

加団体数 団体 16 15

事

17 113.33 現状

務事

16 住宅・不動

業

産相談及び住宅情報提

名

供業務 重３ 64002

（

住宅・不動産相談者数

個

件 45 35 30 85.

別

71 現状

事

17 我

業

孫子市増改築等工事施

）

工業者紹介制度 重３ 6

重

4002 申込件数(H

施

30年度82件、H3

施

1年度119件） 件 8

策

2 60 119 198.

指

33 現状

標

18 耐

単

震診断及び耐震改修に

位

関する補助業務 重３ 7

現

0103 処理率(当該

況

年度補助申請件数／当

値

該年度補助件数） ％ 8

目

3 100 83.3 83

標

.3 現状

値

19 民

実

間確認検査機関報告書

績

の事務処理業務 重無 6

値

1002 各種報告書の

達

審査・指導の処理率 %

成

100 100 100 1

率

00 現状

(

20 災

％

害支援補助事業（震災

)

対応） 重３ 64002

評

補助金申請件数（液状

価

化補助金、利子補給）

該

件 10 9 5 55.56

当

現状

コ

21 住宅リ

ー

フォーム補助事業 重３

ド

64002 補助金の申請件数 件 183 177 202 114.12 現状

22 建築物の防災に関する業務 重３ 70101 定期報告提出率(対象報告件数(年度対象外を除く)/対象件数) ％ 86 60 85 141.67 現状

23 市営住宅東

1

我孫子電波障害対策用

1

電柱共架施設の撤去 重

市

無 64001 調査の結

営

果、影響が無かった範

住

囲の共架施設（電柱の

宅

本数） 本 22 22 0 0

使

現状



ついては、適切に履行され、目標が達成されたものと判
・景観条例や地区計画制度などを活用するとともに、さまざまな景観情報を積極的に発信し、市民や事業者とともに 断する。
魅力ある景観づくりを進めます。
・誰もが安心して暮らせるように民間住宅の耐震化の支援を行います。

課コード 04 課　名 公園緑地課 課長名 篠崎　啓一

２．課の目標（部の運営方針を受けて課の取組方針を記入） 部の運営方針に対する課の目標への取組結果

・緑の基本計画で掲げる緑の将来像を実現していくため、計画の基本方針「緑を守る」「緑をつくる」「緑を育てる ・緑の基本計画を推進するため、計画の基本方針「緑を守る」「緑をつ
」「市民の緑づくりを進める」に則り、緑づくりの施策を推進していきます。 くる」「緑を育てる」「市民の緑づくりを進める」に則り、市民の森、
・斜面林など手賀沼を取り巻く自然環境の一体的な保全、再生を進めます。 手賀沼沿い斜面林などの保全緑地、公園の維持管理を適切に行い、公園
・古利根沼の保全と再生を進め、市民が水辺、樹林地などの自然にふれあえる憩いの場とします。また、市民参加に のバリアフリー化推進、ボランティアネットワーク会議の開催などを実
よる森づくりなど、多様な生物生息空間の保全・

様

再生を図り、自然にふ

式

れあえる場として活用

第

します。 施しました。

１

・公園・緑地の持つ機

号

能に配慮し、地域資源

部

（史跡、人や文化財な

の

ど）を活用しながら、

運

市街地で公園の不足し

営

てい ・根戸船戸緑地、

方

五本松公園において、

針

今後倒木の恐れがある

・

杉、ヒノ
る一部の地域

課

において公園の整備を

の

検討します。また、防

目

災やコミュニティの場

標

など市民ニーズに即し

設

た公園の整備 キ、サワ

定

ラなどの病害木の伐採

書

を行い、斜面林の適正

(

な保全・維持管理
を進

平

めます。 を実施しまし

成

た。
・遊具の点検や老

3

朽化した公園施設の修

1

繕を図るなど既存公園

年

の適正な維持管理を行

度

います。また、手賀沼

)

公園、手 ・緑のボラン

部

ティアの定期的な活動

コ

により古利根公園、中

ー

里市民の森、
賀沼遊歩

ド

道の再整備や誰もが安

0

心して利用ができるよ

7

うバリアフリー化を進

部

めると共に、主要公園

　

における遊具の充 岡発

名

戸市民の森の森づくり

都

や水辺の保全など維持

市

管理が適正に行われ、

部

実を図り、子どもたち

部

も魅力を感じる公園づ

長

くりを行います。 市民

名

に自然とふれあえる場

伊

を提供することができ

藤

ました。
・市民手づく

　

り公園制度の推進、み

英

どりのボランティアの

昭

充実を図り、市民が自

１

主的・主体的に公園づ

．

くりや森づく ・専門家

部

による遊具の定期点検

の

を行い、判定結果に基

運

づき適正な修繕を
りに

営

参加できるしくみを充

方

実させます。 行うなど

針

適正な維持管理を行い

(

ました。また、若い世

予

代の定住化推進や
・公

算

園の花壇など公共公益

編

施設の緑化をはじめ、

成

地域で一体的な緑化を

・

進めます。 子ども達が

実

魅力を感じる公園づく

施

りのため、老朽化した

計

遊具の更新をし
・公園

画

の放射線量の測定を継

策

続します。 ました。
・

定

手賀沼親水広場近くの

方

手賀沼遊歩道のさくら

針

のライトアップを行い

な

、夜桜の観光スポット

ど

として、手賀沼遊歩道

を

の ・木の根により舗装

踏

の損傷が著しい手賀沼

ま

遊歩道の修繕を行うほ

え

か、布
魅力向上に努め

て

ていきます。 佐南公園

、

のバリアフリー整備工

基

事を行いました。また

本

、市民ニーズや公
・生

計

産緑地の買取の申出に

画

あたって、公園用地と

の

しての買取の検討や公

分

共施設用地としての買

野

取希望に関する照会な

別

園の魅力向上を目指し

計

、手賀沼公園内にオー

画

プンカフェを設置する

や

ため
どを行います。 サ

重

ウンディング型市場調

点

査を実施しご意見をい

ﾌ

ただきました。今後、

ﾟ

意
・貴重な緑地の保全

ﾛ

や公園用地を確保する

ｼ

ため、緑の基金の充実

ﾞ

に努めていきます。 見

ｪ

を踏まえ、設置者の公

ｸ

募を行いオープンカフ

ﾄ

ェを設置を目指します

、

。
・都市公園関係法令

所

及び我孫子市都市公園

管

条例等を遵守し、適正

に

な公園利用の指導と許

係

可を行います。 ・誰も

る

が安全に安心して公園

部

が利用できるよう適切

の

な維持管理を行いま
・

運

墓地、埋葬等に関する

営

法律及び我孫子市墓地

方

等の経営の許可等に関

針

する条例等やその他関

に

係法令を遵守し、我孫

対

子 した。
市の土地利用

す

方針に基づき墓地経営

る

予定者に対し、適正な

課

指導、審査を行います

の

。 ・緑の講習会、市民

目

手づくり公園、市民花

標

壇、緑のボランティア

へ

、グリ
ーンパトロール

の

、公共施設緑化など緑

取

豊かな街づくりを推進

組

するための
有効な事業

結

を実施しました。
・市

果

民の安全、安心を最優

　

先に公園の放射線量の

　

測定を継続させ、必要

分

に応じて除染を行うと

野

いう体制をとりました

別

。
・ふるさと我孫子に

基

愛着や親しみを持って

本

もらうことを目的とし

計

て寄附
を受け植樹した

画

桜の維持管理を行いま

の

した。また、３月２１

目

日（土）か
ら４月５日

標

（日）の期間で親水広

を

場前の手賀沼遊歩道、

考

約８０ｍの区間
で桜の

慮

ライトアップを実施し

し

ました。市内外から多

て

くの訪問者が手賀沼
沿

、

いの幻想的な水辺空間

部

の夜桜を満喫されまし

の

た。
３．課の目標を達

目

成する上での課題と対

標

応（人員の配置、組織

を

のあり方など）
・手賀

達

沼花火大会やジャパン

成

バードフェスティバル

す

など地域活性化に向
現

る

在、公園整備に伴う職

た

員の配置は適性である

め

が、土木技術職員は現

の

状人数を維持する必要

方

がある。 けた公園の利

針

用など、適正な公園利

を

用の指導と許可を行い

記

ました。

４．原因分析

入

・改善策

（課長） （部

)

長）
・部の運営方針に

〇

対する課の目標は概ね

第

達成されたものの、市

三

民ニーズの多様化と要

次

望等の増加 ・職場内の

基

勉強会や研修への参加

本

等により、職員の専門

計

的知識の更なる向上に

画

努めていく必要が
によ

の

る対応が年々困難とな

重

り、職場内での協議や

点

研修に参加するなどし

プ

て職員の能力向上を図

ロ

る ある。
必要がある。

ジ

・公園施設の長寿命化

ェ

に向け、公園施設の点

ク

検を行って行く必要が

ト

ある。
・高度経済成長

を

期以降の開発により設

推

置された公園が殆どで

進

あり、施設の更新時期

す

が重複するな ・緑地や

る

公園については、市民

た

との協力体制を維持し

め

て、引続き適切な維持

、

管理に努めていく必
ど

関

計画的な遊具など施設

連

の更新や長寿命化が必

す

要である。 要がある。

る

・年々増加する緑地や

施

公園の樹木剪定などの

策

維持管理費を抑制する

に

対策が必要である。

５

取

．課の目標を達成する

り

ために取り組む事務事

組

業

事務事業名（個別事

み

業） 重プ 施策 指標 単位

ま

現況値 目標値 実績値 達

す

成率(％) 評価該当 コ

。

ード

1 手賀沼沿い斜面

平

林維持管理 重１ 112

成

01 指定及び取得した

３

斜面林面積 ha 5.5

１

6.5 5.5 84.6

年

2 現状

2 手賀沼遊歩道

度

の再整備 重２ 1120

に

2 工事の進捗率 ％ 10

都

0 100 100 100

市

現状

3 古利根沼周辺の

部

保全と整備 重１ 113

運

01 保全活用面積 ha

営

19.3 20 19.3

方

96.5 現状

4 緑化推

針

進 重無 11401 花壇

に

用苗木等の提供により

沿

緑化を図っている公共

っ

公益施設数 ヶ所 48 5

て

0 37 74 現状

5 生産

設

緑地事務 重無 6100

定

1 申出件数に対し適切

し

に事務処理を行った件

た

数 件 3 1 2 200 現状

公

6 緑の基本計画の進行

園

管理 重２ 62101 見

緑

直した緑の基本計画で

地

の基本方針に則り、施

課

策を実行する。 回 1 1

の

1 100 現状

7 市民の

目

森維持管理 重２ 621

標

01 適切に維持管理さ

に

れた緑地面積 ha 3 4

つ

4 100 現状

8 気象台

・

記念公園の整備 重２ 6

手

2101 公園の整備面

賀

積率 % 77 77 77 1

沼

00 現状

9 緑の基金 重

沿

１ 11301 基金目標

い

額 千円 92,683 9

斜

2,683 90,50

面

0 97.64 現状

10

林

市民手づくり公園事業

や

重無 62102 既存活

古

動団体の継続維持 ％ 1

利

00 100 100 10

根

0 現状

沼周辺の保全に努めるとともに、市民の森などの緑地を、市民の憩いの場として保全し いては、適切な取り組みにより概ね達成できたものと判断する。
ていきます。
・手賀沼をまちの活性化にいかすため、手賀沼公園及び遊歩道の魅力化に努めるとともに、我孫子新田地区への観光
施設の立地を誘導していきます。
・公園のバリアフリー化、子どもたちも魅力を感じる公園づくりに努めます。
・若い世代の定住化に向けた住宅施策を進めます。
〇都市部所管の分野別計画の目標を達成するため、計画的に事業を進めていきます。
・緑豊かな都市空間を創出するため、市街地における緑化を推進します。
・適正な規制・誘導により、地域の特性に応じた土地利用を推進します。
・開発行為に関する条例等の適切な運用を行い、秩序ある良好な土地利用を誘導します。土地利用に係る基準につい
ては、市の方針に沿った適切な誘導が出来るよう、必要な見直しを行っていきます。
・特定行政庁として、総合的な建築行政を進めます。
・土地区画整理事業の早期完了を目指します。
・公園の維持管理への市民の係わりをさらに進め、市民がより身近で親しみやすい公園にしていきます。

部の運営方針に対する部全体の総合評価
・市営住宅の計画的な改修工事を行い施設の長寿命化を図るとともに、家賃等の滞納縮減を更に進めていきます。
・住生活に対するニーズに対応するため、住まいにかかわる情報提供などを充実していきます。 部の運営方針に



アフリー化推進 重２ 62101 バリアフリー化修繕工事による快適な大規模公園数 箇所 10 11 10 90.91 現状

12 公園施設維持管理 重２ 621

５

01 多くの市民が安心

．

して利用できる施設の

課

公園面積 ha 150 1

の

50 150 100 現状

目標

13 公園維持管

を

理 重２ 62101 多く

達

の市民が快適に利用で

成

きるための公園維持管

す

理面積 ha 150 15

る

0 150 100 現状

ため

14 公園許可事務

に

重２ 62101 都市公

取

園内の行為、占用、設

り

置管理の申請件数 件 3

組

27 400 327 81

む

.75 現状

事

15

務

保存緑地・保存樹木 重

事

１ 11301 保存緑地

業

指定面積 ㎡ 226,1

事

59 250,000 2

務

25,963 90.3

事

9 現状

業

16 公園

名

清掃（自治会委託） 重

（

無 62102 多くの市

個

民が快適に利用できる

別

ための公園清掃・管理

事

箇所数 箇所 74 74 7

業

4 100 現状

）

1

重

7 みどりのボランティ

施

アの充実 重無 1130

施

2 参加延べ人数 人 33

策

7 420 281 66.

指

9 現状

標

18 墓地

単

許認可事務 重無 610

位

02 審査件数 件 0 1 1

現

100 現状

況

19

値

公園の整備 重２ 621

目

01 公園候補地の検討

標

・公園施設整備の検討

値

件 0 1 1 100 現状

実績

20 市民の森・施

値

設整備 重１ 11301

達

施設等の整備の検討 箇

成

所 1 1 1 100 現状

率(

21 公園の放射能

％

対策 重無 12201 空

)

間放射線量の測定 箇所

評

193 193 193 1

価

00 現状

該

22 さ

当

くらプロジェクト 重２

コ

11202 灯具の基数

ー

基 30 30 30 100

ド

現状

11 公園のバリ



針については、適切に履行され、目標が達成されたものと判
・景観条例や地区計画制度などを活用するとともに、さまざまな景観情報を積極的に発信し、市民や事業者とともに 断する。
魅力ある景観づくりを進めます。
・誰もが安心して暮らせるように民間住宅の耐震化の支援を行います。

課コード 05 課　名 市街地整備課 課長名 中場　聡

２．課の目標（部の運営方針を受けて課の取組方針を記入） 部の運営方針に対する課の目標への取組結果

・我孫子駅前(南口)土地区画整理事業は、平成３１年度中の換地処分に向け、換地計画を作成し、千葉県への事前協 ・我孫子駅前(南口)土地区画整理事業は、令和２年２月１２日に換地処
議、権利者へ図書の供覧、縦覧を行います。 分の公告を行いました。
・我孫子駅北口土地区画整理事業は、平成２５年度に換地処分が完了し、平成３１年度も引続き清算金の分割納付申 ・我孫子駅北口土地区画整理事業は、概ね適切に精算金の徴収を行いま
請対象者に対して徴収事務を行います。 した。
・都市計画法、我孫子市開発行為に関する条例及び我孫子市開発行為等運用・審査基準に基づき、秩序ある良好な土 ・都市計画法、我孫子市開発行為に関する条例及び我孫子市開発行為等
地利用を誘導します。 運用・審査

様

基準に基づき、秩序あ

式

る良好な土地利用を誘

第

導しました。
・都市計

１

画法令に違反する宅地

号

開発事業の是正に努め

部

るとともに、未然に防

の

止するための必要な措

運

置を講じます。 ・都市

営

計画法令に違反する宅

方

地開発事業は、是正指

針

導を行うとともに早
期

・

発見に向けてパトロー

課

ルを行いました。

３．

の

課の目標を達成する上

目

での課題と対応（人員

標

の配置、組織のあり方

設

など）

・我孫子駅前(

定

南口)土地区画整理事

書

業は、早期完了(換地

(

処分)に向けて換地計

平

画の縦覧等地権者へ適

成

切に対応する必
要があ

3

る。
・秩序ある良好な

1

土地利用の誘導、違反

年

宅地開発事業の是正と

度

未然に防止する措置を

)

講じるためには、所属

部

する職員
一人ひとりが

コ

都市計画法令等の知識

ー

を正確に身につけ、実

ド

践力を向上する必要が

0

ある。

４．原因分析・

7

改善策

（課長） （部長

部

）
・我孫子駅前(南口

　

)土地区画整理事業の

名

清算金徴収は、権利者

都

への説明等において丁

市

寧な対応が ・我孫子駅

部

前（南口）土地区画整

部

理事業の清算金交付・

長

徴収は、権利者への説

名

明等において丁寧
必要

伊

になります。 な対応が

藤

必要となります。
・都

　

市計画法、我孫子市開

英

発行為に関する条例及

昭

び我孫子市開発行為等

１

運用・審査基準に基づ

．

き
、秩序ある良好な土

部

地利用を誘導するため

の

及び都市計画法令に基

運

づく違反指導をするた

営

めには、
職員が知識を

方

正確に身につけ、実践

針

力を向上する必要があ

(

ります。

５．課の目標

予

を達成するために取り

算

組む事務事業

事務事業

編

名（個別事業） 重プ 施

成

策 指標 単位 現況値 目標

・

値 実績値 達成率(％)

実

評価該当 コード

1 公有

施

地の拡大の推進に関す

計

る法律に係る事務 重無

画

61002 処理件数／

策

届出件数 % 100 10

定

0 100 100 現状

2

方

国土利用計画法に基づ

針

く土地売買等届出書に

な

係る事務 重無 6100

ど

2 処理件数/土地売買

を

等届出件数 % 100 1

踏

00 100 100 現状

ま

3 違反宅地開発事業是

え

正指導事務 重無 610

て

02 是正件数 件 0 5 0

、

0 現状

4 都市計画法施

基

行規則第60条に基づ

本

く建築証明事務 重無 6

計

1002 証明率（証明

画

件数／申請件数） % 1

の

00 100 100 10

分

0 現状

5 都市計画法第

野

29条に基づく開発行

別

為許可事務 重無 610

計

02 許可率（許可件数

画

／申請件数） % 100

や

100 100 100 現

重

状

6 都市計画法第32

点

条に基づく開発行為事

ﾌ

前協議事務 重無 610

ﾟ

02 事前協議締結率（

ﾛ

事前協議締結件数／事

ｼ

前協議申請件数） % 1

ﾞ

00 100 100 10

ｪ

0 現状

7 都市計画法第

ｸ

43条に基づく建築許

ﾄ

可事務 重無 61002

、

許可率（許可件数／申

所

請件数） % 100 10

管

0 100 100 現状

8

に

土地区画整理事業の業

係

務全般 重無 61003

る

土地区画整理事業に係

部

る資料の提供・照会件

の

数 件 244 360 24

運

4 67.78 現状

9 我

営

孫子駅前土地区画整理

方

事業の推進 重無 610

針

03 換地処分 件 1 1 1

に

100 現状

10 我孫子

対

駅北口土地区画整理事

す

業の推進 重無 6100

る

3 清算徴収金の徴収割

課

合 % 99 99 99 10

の

0 現状

目標への取組結果
　　分野別基本計画の目標を考慮して、部の目標を達成するための方針を記入)

〇第三次基本計画の重点プロジェクトを推進するため、関連する施策に取り組みます。 平成３１年度に都市部運営方針に沿って設定した市街地整備課の目標に
・手賀沼沿い斜面林や古利根沼周辺の保全に努めるとともに、市民の森などの緑地を、市民の憩いの場として保全し ついては、適切な取り組みにより概ね達成できたものと判断します。
ていきます。
・手賀沼をまちの活性化にいかすため、手賀沼公園及び遊歩道の魅力化に努めるとともに、我孫子新田地区への観光
施設の立地を誘導していきます。
・公園のバリアフリー化、子どもたちも魅力を感じる公園づくりに努めます。
・若い世代の定住化に向けた住宅施策を進めます。
〇都市部所管の分野別計画の目標を達成するため、計画的に事業を進めていきます。
・緑豊かな都市空間を創出するため、市街地における緑化を推進します。
・適正な規制・誘導により、地域の特性に応じた土地利用を推進します。
・開発行為に関する条例等の適切な運用を行い、秩序ある良好な土地利用を誘導します。土地利用に係る基準につい
ては、市の方針に沿った適切な誘導が出来るよう、必要な見直しを行っていきます。
・特定行政庁として、総合的な建築行政を進めます。
・土地区画整理事業の早期完了を目指します。
・公園の維持管理への市民の係わりをさらに進め、市民がより身近で親しみやすい公園にしていきます。

部の運営方針に対する部全体の総合評価
・市営住宅の計画的な改修工事を行い施設の長寿命化を図るとともに、家賃等の滞納縮減を更に進めていきます。
・住生活に対するニーズに対応するため、住まいにかかわる情報提供などを充実していきます。 部の運営方



事業の業務全般 重無 61003 まちづくり事業に関する問い合わせ処理件数 件 2 1 2 200 現状

５．課の目標を達成するために取り組む事務事業

事務事業名（個別事業） 重施 施策 指標 単位 現況値 目標値 実績値 達成率(％) 評価該当 コード

11 まちづくり


